
政策の柱 政策名 23　グローバル社会における地域づくり・人づくり

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】
R5予算額
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「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

未来とやま

外国人にとっても日本人にとっても暮らしやすい、多文化が共生する地域づくりが進んでいるととも
に、環日本海地域やアジアをはじめとする各国地域との幅広い交流・協力のもと、グローバルに活
躍する人材が集い、育っていること。

■地域におけるコミュニケーションの支援

　・相互学習型日本語学習支援事業
　　　日本語ボランティアの育成、地域日本語教室へのアドバイザー派遣

　・富山県地域日本語教育体制整備事業
　　　外国人が地域社会の一員として安心して生活し活躍できるよう日本語教育環境を整備

(1)多文化共生の地域
づくり

■外国人住民の生活支援の充実

　・外国人住民地域防災力向上事業
　　　災害時における外国人支援のための研修・訓練の実施

　・外国人ワンストップ相談センター運営事業
　　　行政・生活全般の情報提供・相談を多言語で行う一元的相談窓口の運営

　・女性相談センターにおける外国人女性のための通訳サポートの実施

　・医療機能情報提供システム運営費
　　　とやま医療情報ガイドHPに外国語対応可の医療機関情報を掲載

　・外国人入居希望者の入居手続きの円滑化
　　　外国語版の県営住宅募集案内、県営住宅入居者の手引きを窓口で配布

■教育（外国人児童生徒等）に関する支援

  ・外国人相談員の配置

　・富山県外国人児童生徒教育推進運営協議会の開催
　　　県、市町村教委、校長会代表、NPO団体等で組織し、外国人児童生徒教育の推進に向けた
　　　県、地域における帰国・外国人児童生徒等の現状と課題の整理並びに支援体制等について
　　　協議

　・外国人児童生徒教育コーディネーターの配置
　　　モデル校において、外国人児童生徒が在籍する学級担任、日本語指導担当教員、外国人
　　　相談員等との連携を図り、個別の指導計画に基づく実践研究を行うため、外国人児童生徒
　　　教育コーディネーターを配置

　・外国人支援スタッフ（学生）の配置
　　　県内および近県の教員志望の大学生を外国人支援スタッフとして県内の小・中・義務教育学
　　　校に派遣し、学校生活や学習などについて支援

　・外国人児童生徒教育の手引の作成
　　　現場のニーズに沿った資料、指導方法等の情報を提供する手引の作成、配布

■多文化共生の地域づくり

　・とやま国際塾
　　　高校生を対象とした多文化共生や国際協力を推進するセミナーの開催

■多文化共生施策の計画的・総合的推進

　・富山県外国人材活躍・多文化共生推進連絡会議の開催
　　　県、市町村、国、国際交流団体等で組織。外国人材活躍や多文化共生の推進に向けた
　　　取組みの調整、情報共有、意見交換

  ・多文化共生フォーラム開催事業
　　　日本人住民と外国人住民が多文化共生に関する理解を深めるためのフォーラムの開催
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　・【新】ブラジル富山県人会コミュニティ支援事業
　　　ブラジル富山県人会の若手リーダーとなる人材を招へいし、県の歴史・産業・文化を体験
　　　してもらうほか、県内視察等を実施

(2)グローバルに活躍
する人材の積極的な
受入れ・育成と活用

■外国人留学生の受入れの拡大

　・国際交流奨学金の支給、国民健康保険加入助成
　　 外国人留学生が充実した留学生活を送るための支援

  ・アセアン地域等からの外国人留学生受入・定着促進事業
　　 アセアン地域及びインドからの留学生の採用を希望する県内企業と連携した就職支援の実施

■外国人材の確保・育成
  　・アジア高度人材受入事業（再掲）
　　　ベトナムのトップクラスの理系大学の学生等の県内就職・活躍につなげるため、採用選考会や
　　　「富山就職プログラム(日本語研修等)」を実施するなど、採用から受入まで一体的に支援

　・外国人技能実習生等活躍事業
　　　実習生の育成を支援するため技能検定合格に向けた講習等を実施

　・外国人材日本語習得サポート事業
　　　企業等が実施する外国人材への日本語研修に補助するとともに、技能実習生の日本語
　　　習得におけるモチベーション向上のため「技能実習生日本語スピーチコンテスト」を開催

　・外国人材採用・就職サポート事業（再掲）
　　　県内の外国人留学生等の外国人材の採用や県内就職を支援するため、外国人材採用・就職
　　　サポートのための相談窓口を設置

  ・【新】外国人介護人材受入施設等環境整備事業
　　　介護施設等において、外国人介護人材を受け入れるための環境整備等を支援

　・外国人介護人材マッチング支援事業
　　　県内介護事業所での外国人介護人材受入を支援するため、マッチング相談会を実施

■友好提携先等との交流を通じた人材育成の推進

　・友好提携先等からの留学生受入事業
　　　南米及びインド・アンドラプラデシュ州からの留学生の受入れ

■友好提携先等の発展を担う人材の育成協力

　・【拡】海外研修員とやま魅力体験事業
　　　友好提携先から研修員を受入れ、従来の県内企業での研修と日本語研修に加え、新たに
　　　富山研修・文化体験を実施して富山をＰＲし、富山愛好家を海外に広め、関係人口の
　　　増加に繋げる

　・【拡】多文化共生推進研修員受入事業
　　　研修期間を6カ月から1年へ延長し、ブラジルの教育経験者を研修員として受入れ、日本の
　　　教育制度の習得及び教育現場での外国籍児童の学習を支援

　・青年海外協力隊事業
　　　青年海外協力隊やシニア海外ボランティア等、JICAボランティアへの参加促進支援

■青少年の国際理解と国際交流の促進

　・国際交流員の配置（国際交流員等設置・調整事業）
　　　国際交流員（中国、ブラジル、ロシア、アメリカ、韓国、インド、ベトナム）を配置し、
　　　国際理解教育や交流活動を推進

　・経済・貿易連絡員の配置
　　　友好提携先である中国遼寧省との「交流と協力の深化に関する覚書」に基づき、
　　　経済・貿易連絡員を配置し、経済・貿易の情報交流を強化

　・語学指導等を行う外国青年招致事業（再掲）
　　　英語を母国語とする外国青年を招致し、外国語指導助手（ＡＬＴ）として県立学校及び
　　　総合教育センターに配置

　・英語・グローバル教育充実事業（再掲）
      高度な英語力を持ち、世界で活躍するグローバル人材を育成するため、各校で設定した
　　　学習到達目標の活用を促進し、全県で英語指導の一層の充実を図る

　・高等学校生徒海外派遣事業（再掲）
　　　高校生を海外に派遣し、現地高校生と交流を図る

　・とやまの高校生留学促進事業（再掲）
　　　高校生等の異文化理解を深め、我が国と海外の国との相互理解と友好親善に寄与する
　　　人材育成のため、県内高校生等に留学支援金を給付し、海外留学の促進を図る

　・とやま型スーパーグローバルハイスクール事業（再掲）
　　　ふるさとに誇りと愛着を持ちながら、国際的素養を身につけ、地域や国際社会の課題を
　　　解決できる人材を育成するため、海外大学等での研修実施校を支援

(3)多様な国際交流・
協力活動への支援

■県民や民間団体の主体的かつ多様な国際交流・協力活動の促進

　・公益財団法人とやま国際センターの運営支援
　　　国際化に係る事業を総合的に実施するとやま国際センターの運営を支援

　・友好提携先等との交流を推進する民間交流団体に対する活動支援

■海外拠点を活用した多様な国際交流

　・大連事務所の運営
　　　中国における活動拠点として、県民、企業、大学等が実施する経済、学術、文化、
　　　スポーツなどの各種交流活動を支援
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■本県滞在経験者のネットワークの充実と活用

　・富山ファン倶楽部の運営
　　　富山県での滞在経験があり、富山の魅力をよく知る中国の方々を会員とし、会員相互の
　　　交流や富山県と中国との各分野における交流活動を実施

　・とやま名誉友好大使の委嘱
　　　富山のよき理解者として、世界の国々と富山県の友好の架け橋となってもらうため、
　　　県内に一定期間以上滞在した外国人に「とやま名誉友好大使」の称号を授与

■友好提携先等との国際交流・協力の推進

　・北東アジア地域自治体交流推進事業
　　　北東アジア地域自治体連合（NEAR）への参画と関係自治体等の連携

　・友好記念奨学金交付事業
　　　遼寧省内の高校又は大学で日本語を学ぶ学生やサンパウロ大学で日本語、日本文学
　　　を専攻する学生に奨学金を支給

　・【拡】友好提携先等への職員派遣事業
　　　MOUに基づく交流事業を円滑に推進するため、オレゴン州に県職員を派遣と
　　　一般財団法人自治体国際化協会（クレア）への県職員派遣

　・【新】米国との経済交流促進事業
　　　オレゴン州との経済交流を促進するため、現地でテストマーケティングを実施するほか、
　　  関連企業を「ものづくり総合見本市」に招へい

　・ＡＳＥＡＮビジネスサポートデスク設置事業（再掲）
　　　成長著しいベトナムへの県内企業の進出等を後押しする取組みにより、海外展開を促進

　・ASEAN諸国等との経済交流促進事業（再掲）
　　　県内でのビジネスセミナーの開催を通じ、 ＭＯＵを締結しているタイ・ベトナム・インドAP州等
　　　との経済交流を促進

　・ポートランド起業・ビジネス研修実施事業
　　　県内大学生等の起業家マインドを醸成するため、「起業の街」である米国オレゴン州
　　　ポートランド等において研修を実施

■環日本海・アジア地域との交流・協力の推進

　・アジア経済交流事業補助金（再掲）
　　　アジア地域を中心とした海外ビジネス展開に関する情報の発信、専門アドバイザーの配置と
　　　無料コンサルティングの実施、貿易・投資セミナーの開催、海外ビジネスアドバイザーによる
　　　総合的な支援

■日本海学の推進

　・日本海学推進機構運営費
　　　日本海学講座及び日本海学シンポジウムの開催
　　　県内大学（富山大、富山国際大、県立大）での日本海学講座の開講等

　・日本海学の普及推進に資する調査・検討
　　　日本海学の学術研究調査活動及び情報発信

■環日本海地域等における環境協力活動の推進

　・【拡】北東アジア地域自治体連合（ＮＥＡＲ）環境分科委員会推進事業（再掲）
　　　ＮＥＡＲ環境分科委員会を開催し、「2016とやま宣言」を踏まえた取組みの実施状況や今後の
　　　プロジェクトなどを協議

　・ＮＯＷＰＡＰ推進事業（再掲）
　　　ＮＯＷＰＡＰと連携した海洋生物多様性保全や富栄養化対策等の推進等

　・NOWPAP協力事業
　　　NOWPAP RCU富山事務所の運営協力
　　　パネル展示等によるNOWPAPの広報

日本海学講座・日本海学シンポジウムの
参加者数

日本海学推進機構が実施する日本海学講座及び
日本海学シンポジウムの１年間の参加者数

指標名
現況
R3年度

目標

指標の説明R3
(2021年度)

R8
(2026年度)

　・【拡】漂着物の発生抑制に関する学習・啓発事業（再掲）
　　　国際的な海岸漂着物の調査活動体験等を通じた発生抑制の促進、漂着物アート展を通じた
　　　普及啓発、北東アジア地域の自治体等の関係者が事例発表や情報交換を行う会議を開催

　・富山湾リモートセンシング事業（再掲）
　　　人工衛星を活用した遠隔観測技術による富山湾沿岸部の海草藻場分布の推定

　・北東アジア青少年環境活動リーダー育成事業（再掲）
　　　北東アジア地域の青少年による意見交換や環境保全活動を実施し、次世代のリーダーを育成

　・北東アジア地域環境ポスター展推進事業（再掲）
　　　北東アジア地域の子どもたちの環境ポスターを集め、中国山西省で展示会を開催


